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全宅連は２０１４年にハトマークグループビジョンを策定
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全宅連はハトマークグループビジョン２０２０を策定①
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全宅連はハトマークグループビジョン２０２０を策定②

私たち、「ハトマークグループ」は、みんなを笑顔にするために、地域に寄り添い生活サポートの
パートナーになることを目指します。



（各宅建協会におけるビジョン検討事例）

２０１７年ハトマークグループ埼玉県宅建協会版ビジョンを作成①
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２０１７年ハトマークグループ埼玉県宅建協会版ビジョンを作成②



ハトマークビジョンの実践事例① 不動産業者のためのタウンマネジメントスクール開催

６

公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会（以下「埼玉宅
建」）は、2018年1月30日・31日の2日間にわたり「タウ
ンマネジメント・スクール（以下「スクール」）を開催し
た。スクールでは、「地域資産の活用により空き家対策と
地域の活性化に貢献できる高度な不動産人材を育成するこ
と」及び「専門家とのネットワークの構築」を目的に、空
き家の先進的な有効活用事例と手法を、その実践者から学
習すると共に、現地視察やチームディスカッションを通じ
て理解と認識を深める研修プログラムとなっている。10年
後の市場予測をもとに、中小不動産業者がどのような未来
を描くことができるのか、年代や業種を超えて県内各エリ
アから72名の参加者が集まり、共通のゴールに向けて熱い
議論を交わした。



現地見学 ― 第１コース「草加市」―

「そうかリノベーションまちづくり構想」
における草加市と不動産業者の取組み
草加市産業振興課、埼玉県宅建協会埼玉東支部

遊休資産のリノベーションによる地域を活性化する試みに、
不動産業者が主体的に関わり、行政と異業種（オーナー、建
築士等）との連携を図る取り組み。

現地見学 ― 第２コース「谷中・千駄木」―

空き店舗プロジェクト「Things.YANAKA」
谷中・千駄木の築古物件の再生

株式会社 尚建 代表取締役 徳山 明 氏

不動産業は人のやりたいことを叶えることを先に考えそれに
あった不動産を提供する「コトづくり」の信念でプロジェクト
を実行する。

現地見学 ― 第３コース「入間市」―

「ジョンソンタウン」
歴史を継承したエリアのリノベーション

株式会社 磯野商会 代表取締役 磯野 達雄 氏

米軍ハウスをリノベーションして残したアメリカの郊外のよう
な街並み“ジョンソンタウン”。歴史を継承しつつ美しい景観を
持った街並みを生み出している。

ハトマークビジョンの実践事例② 不動産業者のためのタウンマネジメントスクール開催
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ハトマークビジョンの実践事例③ 不動産業者のためのタウンマネジメントスクール開催
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ハトマークビジョンの実践事例④ タウンマネジメントスクール開催後の感想

草加市のように、不動産業者と建築士・企業家・銀行・
市民等が一緒になってまちづくりを行う講座を企画し実
践したいと思った。特に良かったのは、草加市への現地
見学で「そうかリノベーションまちづくり構想」の話が
聞けた事。草加市のポイントは、主管が建築不動産関係
部署でなく、産業振興商工部門が中心になり声かけして
いる点と、お互いのパワーを生かす気持ちと機会の場で
あると点だと思う。

地域での交流を持つことで専門家としての地域貢献が
でき、そこからビジネスモデルを作ることに取り組む
べきだと思います。

大規模なリノベーションをせずに、空き家・空き店舗
の特性を見極め、小さな成功を積み重ね、地域の価値
向上・活性化を目指したいと思います。自分自身も今
後のビジョンをしっかり考え、空き家ごとのストーリ
ーを作り、地域住民・行政と連携して魅力ある街づく
りを実践していきます。

今後の業界や社会状況が厳しくなると思われるが、中
小の強みを自覚・発揮し、空き地や空き家の再生・活
用を図り大手のやらない低価格、事業化困難な物件に
も取組み、地域ブランド力を高め、地域に貢献する会
社として地域とともに業績を拡大できるよう頑張って
いきたい。

時代の流れを的確につかみ、ニーズを生み出すことが
できる様にならないといけないと思いました。ITやAI
がより一層進歩する中で、求められる業者、会いたく
なる人物(人格)にならないといけないと思いました。
そのためには仕事を通じて人格を磨くべく、日頃の業
務や仕事に対する姿勢を見直さなければいけないと
思いました。

今回、参加して未来がとても不安になりました。
しかし、そこには新たなビジネスがあると感じるよう
になりました。空き家活用を上手に行うことによって
街を活性化させていく。それには行動、思い、協力が
不可欠。現状すぐには行動に移せませんが力をつけて
何年後かに実施していければ。

地元に根づいた人脈づくりと専門性の高い人達との
連携がとても必要だと思った。まさにタウンマネジ
メントというタイトルどおり、これからの不動産は
個々の不動産を再生すると同時に街ぐるみでマネジ
メントする必要があると思いました。
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将来の市場を予測し、そこから逆算して今するべきことを考えなければならないことに
あらためて認識



ビジョンの策定後の将来像

今後、地域や行政からの期待はさらに高まり、地域の不動産業者の社会的な介在価値や存在

意義はこれからますます重要になってくる。

清水千弘日本大学スポーツ科学部教授（講評）

一人でも地域のスターが生まれると、その地域は元気になり、地域が元気

になると自分も元気になり、そして儲かる。

地域の不動産業者は社会と地域の発展とともにある存在であり、その

スターになりうる存在。会員の中から、1人でも多くの地域のローカル

スターが誕生することを期待。

地域のローカルスター育成プロジェクト
｢地域守り・家守り・資産守り｣を体現し、地域力のある会員を育成する取り組み

会員、行政､金融機関､建築等との連携を視野に、地元に根ざす不動産業者が、空き家や空
き地などの地域資産を再生し、ローカルスターとして活躍することは、不動産業界を持続
的に発展させる新たなビジネスの種になる。
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